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こ
の
ほ
ど
昭
和
4
年

1
月
か
ら
6
月
ま
で
の
財
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
公
表
ぎ
れ
る

政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
市
の
財
も
の
で
す
が
、
次
に
決
算
状
況
な
ど
の
あ
ら
ま
し

政
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

引
年

1
月

か
ら

6
月

ま

で
|
|

般

修
、
高
製
橋
建
設
の
た
め
の
県
負
担
金

と
し
て
、

ご一
千
二
百
十

一
万
円
が
文
川

さ
れ
ま
し
た
。

市

債

小
中
学
校
の
施
設
整
備
や
公
共
事
業

初

年

度

決

算

を
す
す
め
る
た
め
の
資
金
の
一
部
と
し

て
、国
(
ズ
蹴
省
、郵
政
省
)

当
初
予
算
は
八
億
四
千
六
百
七
十
五

や
市
中
銀
行
か
ら
借
り
受

万
円
で
し
た
が
、
五
回
に
わ
た
る
補
正

け
て
い
る
も
の
に
市
街
が

に
よ
り
、
最
終
予
算
額
は
十
億
三
了
百

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
公
債

四
十
四
万

一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
乙

、

は
、
昭
和
訓
、年
3
'月
末
現

-

れ
は
前
年
度
に
く
ら
べ
一
億
七
千
七
百

犯
で
、
五
億
五
千
九
町
九

四
十
四
万
円
、
ゃ
く
ニ

O
Mm
の
婚
と
な

十
七
万
八
千
円
あ
り
、
前

り
ま
し
た
。

年
同
期
よ
り
八
千
五
百
万

決
算
見
込
み
に
よ
る
収
入
は
、
十
億

円
ふ
だ
て
お
り
ま
す
。

一
下
七
百
八
十
三
万
九
千
円
で
、
予
算

、
こ
れ
は
住
民

一
人
あ
た

総
額
の
九
八

・
七
%
に
な
り
、
い
っ
ぽ

り
-一
万
一

千
九
百
円
十
円

う
支
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
総
額
の
九

F

と
芯
り
ま
す
。

八
%
に
あ
た
る
十
・
憾

一
千
三
十
五
万
五

千
円
を
執
行
し
て
お
り
ま
す
o

歳
入
戯

一
般
会
計
に
お
け
る
市
民
の
負
制
状

制

年

度

予

算

出
差
し
引
き
七
百
四
十
八
万
四
千
円
が
兄
は
、

予
算
総
額
十
億
三
千
百
四
十
四
当
初
干
し
算
額
は
十
一
惚

黒
字
と
い
仏
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
別
円
に
対
し
、
市
民

一
人
あ
た
り
二
万
五
千
百
九
十
七
万
九
千
円

一
ま
し
た
口

一
千
九
百
九
十
円
と
な
り
ま
す
。
で
し
た
が
、

一
回
の
補
正

面
良
一

投

資

的

経

費

に

こ

の

う

ち

市

税

に

つ

い

て

は

、

一
人
を
行
な
い
、
6
月
末
の
現

4
4
一

三
億
七
千
万
円
あ
た
り
七
千
八
百
五
旬
を
負
抱
し
て
い
計
額
出
、
ーヤ
」
倦
尺
千
百
e

一

る
こ
と
に
な
り
ま
す
ο

(
昭
和
叫
年
3

凶
寸
九
万
円
と
な
っ
て
い

一

羽

年
度
の

一
般
会
計
の
う
ち
、
役
資

一

-
L

月
末
住
民
登
録
人
口
に
よ
る
)
ま
す
。

占
的
事
業
に
使
っ
た
お
金
は
二一億
六
千
j

↑一
百
五
十

一
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

一

乙
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
補
助
事
業

一
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
に
、
駅
前
都
市

一
計
画

・
高
架
橋
建
設
事
業
に
八
千
六
百

一
六
十
五
万
円
、
西
部
中
第
五
期
工
事
に

冗

一
四
千
九
百
四
十
九
万
円
、
公
営
住
宅
に
ー
~

町
可

一

一
千
五
百
三
十
八
万
円
、
乙
の
ほ
か
農
羽

目
認

一
業
構
造
改
善
、
体
道
開
設
、
経
間
漁
港
」
L

え

月
物

一

9
更

一
修
築
事
業
な
ど
に
六
千
百
八

十

万

円

が

し

年
郵

一
あ
り
、
あ
わ
せ
て
二
億

一
千
三
百
三
十

申

仰
清

一
三

万

円

が

支

出

さ

れ

ま

し

た

。

度

開
紘

一

単
独
事
業
と
し
て
は
、
土
地
改
良
、
十
一

/

1
1

一
県
営
前
畑
購
入
、
果
樹
分
場
敷
き
地
購
今

一
入
な
ど
に
二
千
万
円
、

'宅
地
造
成
に
一

o

一
千
四
百
五
十
二
万
円
、
市
道
の
改
良
、

4

一
舗
装
に

一
千
二
百
二
十
六
万
円
、
都
市

人

一
計
画
事
業
七
百
六
十
九
万
円
な
ど
、
全
，

わ
一

部
で
一
億
二
千
四
百
六
万
円
が
支
出
さ

〈
一

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
道
舗
装
、
角
川
山
総
泌
改

企〉
~ 

1
 

4

一一
一
円
H

報

市

民

の

税

負

担

広市津

歳
区 分

予算 7額千8円4 
』L38明669，，20898 5 

収入割10合1.2 
市 税 361， 

戸地方交付税 89，109 100.2 

，分担金、負担金 30，224 25，400 ， 84.0 

使用料、手数料 26，282 26，185 99.6 

国庫支出金 197，190 190，878 96.8 

県 文 出 金 62，488 59，404 95.1 

財 産 j民 入 35，386 26，504 74.9 

若干 イサ- 金 13，351 12，814 96.0 

繰 越 金 4，737 ， 4，789 101 1 

言長 l収 入 89，590 94，789 . 105.8 

市 街 121，300 121，700 100.3 
メ」bI、 1 ， 031 ， 4~1 ‘ 1 ， 017f 8~9 98.7 

歳 出

会

構

り
っ
ぽ
な
永
久
橋
に

本
市
の
鉢
地
内
と
滑
川
市
大
浦
地
内

の
早
月
川
に
か
か
っ
て
い
る
入
会
橋
は

老
朽
が
ひ
ど
く
、
県
で
は
昭
和
お
年
か

ら
永
久
橋
に
か
け
替
え
す
る
工
事
を
す

す
め
て
い
ま
し
た
が
、
近
く
完
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
永
久
橋
は
、
延
長
百
六
十
四
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
六
メ
斗
〉
ル
'
l

橋
脚
四
日

基
、
橋
台
二
基
か

Z
q
.恥乱
付
肌
t

道
路
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
'居
合
め
て
の
j

L

総
工
事
費
は
七
千
zzJ
R
八
十
万
円
と
な
4

「

。
j
!っ・
だ
い
ま
す
lla--
-

償

他

(写
真
、
開
通
間
近
い
入
会
橋
)

庄

の

街

そ

上

水

道

事

業

附
利
引
年
3
月
末
現
収
、
給
水
人
け

二
万
三
千
三
百
四
十
九
人
で
、
水
道
内

及
率
は
四
九

・
八
%
に
な
り
ま
し
た
。

決
算
状
況
は
、
政
入
凶
下
町
九
十
万

四
千
円
で
、
予
算
額
に
刈
す
る
収
入
川

合
八
三
・
八
%
、
ま
た
、
蔵
川
は
問
下

山ハ
百
六
十
六
万
一一一
千
円
で
、
予
算
額
に

対
し
九
一一一

・
一一一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
入
歳
出
差
し
引
き
四
百
七
十
一
万
八

千
円
が
赤
字
と
な
り
、
翌
年
度
よ
り
縦

り
仁
げ
充
用
さ
れ
ま
'
d

た。

国
民
健
康
保
険
事
業

決
算
見
込
み
に
よ
る
収
入
総
額
は

一

似
二
千
八
凶
九
十
五
万
五
千
円
で
、
予

算
額
に
対
し
、
収
入
制
合
は

一
O
八

・

六
Mm
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
支
出
総
額

は
一
億

一
千
五
百
十
二
万
.二
千
円
で
、

予
算
額
に
対
し
九
六

・
九
%
と
な
り
、

差
し
引
き

一
千
ゴ平
日
八
十
三
万
三
千
円

/億円 。4H.6P1

前伐の九 t人

S-t:fi向

百平万持uつ率五 が
二等 円三ては千保 現
~I ・割 、 千お調八険年
九八均六り定百税度
万百等十ま額八 にへ
円十割九すに十つ繰
と三 一万 。対八いり
な万 千 円課し万て越
つ円八 、税九六はさ
て 、百資総三 千、れ
い合四産額 ・円収ま
ま言l'十割は六で入し
す六四六 、%、総た
。千万百所と徴額。
三 円二 得な l収が

〉納 ]2 回

?却!円 型
3では 民
jす闇 納 雇
:: 0定 期障
資 は第康 :
i1.1=f呆
税 月=恰
~ 30 ___ I吹
雪 日期税
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40年度特別会計収支状況
歳入

会 計- 月1] 予算額 収入額 収入割l
一-一一 可 千円 千円 ~(， 

道 50，006 41，，904 83.8 

F 道 3.770 3，648 96.8 

同民健liJi保|倹 108.6 

入

I
1
 

1
 

1
1
 

、V.
J3 

道

dく

、7.1¥

同氏健康保険

世主

1-:. 

鉢

地

区

に

も

簡

易

水

道

鉢
部
務
は
ご
市
街
地
な
り
十
二
キ
ロ

も
離
れ
た
海
抜
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
'
の

山
間
地
で
、
三
十
戸
足
ら
ず
の
小
さ
な

部
落
で
す
が
1

あ
ま
り
良
い
飲
料
水
に

恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
で

も
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
の
設
置
が
の

ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

一
、市
で
は
、
こ
の
た
め
7
月
か
ら
簡
易

一水
道
の
工
事
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が

一近
く
工
事
も
完
成
し
、
日
月
中
旬
か
ら

一
通
水
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

一

こ
の
簡
易
水
道
は
、
二
百
八
十
一
万

一円
で
布
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
各
家

一庭
へ
は
、
わ
き
水
を
滅
菌
し
て
自
然
流

一
下
の
方
法
で
お
く
り
、
ゃ
く
百
三
十
人

一
に
給
水
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

乙
れ
で
、
衛
生
的
な
水
を
飲
む
こ
と

一
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
台
所
改
善
に

l
 

rト

旬

か

通

水

区分
:y墜17]，邸千塑円5 

11213171;，，種64庁73刊01ヱtHP型99企88悌9 1 議会費

総務貨 134，182 

民 引2 費 89，109 87，806 98.5 

~ít1 生 資 37，475 35，055 93.5 

労 1m出 費 35，686 35，046 98.2 

農林水産業費 127，292 123，903 97.3 

間 工 -資 65.023 64，856 99.7 

オミ 費 212，849 206，002 96.2 8 
泊 IIJi 費 27，6151 3 27，319 99 

教 三F£耳j 費 153，114 152，134 99.4 

災害復 IrI費 52，993 52，029 98.2 

公 費 73，873 73，43L 99 4 

言自 文 1:1i 金 4，127 3，673 89 0 

予 。m 費 500 

-& 1 ， 031 ， 4~1 ，1，010，355 98.0 
、t

ら

も
佼
立
ち
、
部
落
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。歩-

こ・
う・
参会・
力日に

し
ょ
う

魚
津
歩
こ
う
会
は
、
毎
月
第
一
日
曜

日
に
行
な
わ
れ
、
お
と
し
よ
り
で
も
、

子
ど
も
で
も
、
お
気
軽
る
に
参
加
で
き

ま
す
。日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
6
日
(
日
)

西
部
中
前
l
大
谷
温
泉
|
(大
谷

・
坪

野
道
路

)
l坪
野
ま
で
や
く
九
キ
ロ
を

歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
西
部
中
学
校
前
へ

午
前
8
時
刻
分
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ

、。
B
U
V
 

筑.

診

児

検

該
当
者
は
昭
和
制
年
4
月
1
日
か

ら
引
年

g
月
剖
日
ま
で
の
出
生
者
で

す
。校

下

検

診

日

場

所

住

吉

川

月

日
日

公

民

削

道
一

r
rv
m日
‘小

学

校

経

回

、
、
口

日

小

学

校

本

江

川

M

月
9
日

保

健

所

時
聞
は
午
後
1
時
か
ら
2
附
ま
で

イ
ン
フ
いル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

対
象
者
は
、
生
後
六
か
月
以
上
の

市
民
全
員
で
す
が
、
熱
の
あ
る
人
、

鶏
肉
や
卵
で
ジ
ン
マ
シ
ン
に
な
る
体

質
の
人
、
糖
尿
病
、
脚
気
患
者
、
六

か
月
ま
で
の
妊
婦
、
病
後
衰
弱
者
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
六
歳
未
満
の
方
は
、
必
ず

保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
き
て
く
だ
さ

料
金
は
、
二
問
で
、

一
歳
未
満
五

十
円
、
1

六
歳
未
満
九
十
円
、
十
五
歳

未
満
百
二
十
円
、
十
五
才
以
上
二
百

円
で
す
。
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
'保
険
証
を
持
参
さ
れ
た
万
は

一
歳
米
満
無
料
、
六
歳
未
満
五
十
川

そ
の
.他
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

受住片 ))!I* j邑経大村山松上天iLLj上臼古T1-拙
け 野布中路雫
付 古貝積n:下 同町木女倉万事111M島 倉熊 野 r
Z 日 月一踊7 6 6 6 5J 5 5 2 1 30 2424 24 22 1'8 15 14削
日日日日日日日日日日日日日日日日日
は
lF ・ 7 日一
後 141p13 13 12 ]2 12 9 8 7 1 1 1 29252221而
1日日日日日日日 U1:1 1二111 1ゴ日 日目1'21日
11寺 "
J小小公公 Ij¥小 Ij¥小分小小小小小小分分 胤
2学学民民学学学学 学学学学学学 ‘zz 
|時校校野{館校校校校校校校校校校校校校川

住

民

検

診

住
民
検
診
も
今
月
で
終
わ
り
ま
す

の
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い

万
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

校

下

検

診

日

場

所

村

木

川

月

9
日

小

学

校

大

町

叩
B
.
小

学

校

本

江

口

日

保

健

所

住

吉

M
日

午

前

小

学

校

道

下

は

日

午

後

小

学

校

全

市

対

象

時

日

保

健

所

時
間
は
午
前
四
時
i
午
後
3
時
ま
で

精
神
薄
弱
者
お
よ
び

精
神
障
害
者
の
健
康
診

断
と
相
談
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時

Hvn河
口
日
午
前
川
附
か
ら

午
後
3
時
ま
で

.

マ
場
所
H
魚
津
保
健
肋
性
病
予
防
法
が
改

梅
毒
の
検
査

j

J

i

正
に
な
り
、
婚
姻
を

妊
婦
な
ど
無

ヰ
こ

し
よ
う
と
す
る
人
や

1
1

妊
娠
し
た
人
が
、
保

健
所
ま
た
は
代
用
病
院
で
、
梅
毒
の

検
査
を
受
け
る
場
合
の
費
用
は
叩
月

1
日
か
ら
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

検
査
を
受
け
た
い
人
は
、
市
役
所

市
民
課
で
、
梅
毒
血
清
叉
応
検
査
受

診
券
を
も
ら
q

て
、
保
健
所
で
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

‘

マ
検
査
日

毎
月
第
一
月
曜
日
午
前
9
時

t
U
時

毎
月
第
三
金
曜
日
午
後
1
時
i
3
時

精
神
衛
生

相

談

母
子
保
健
法
の

一

部
が
改
正
さ
れ
て
妊

娠
を
し
だ
万
の
届
け

出
に
は
、
医
師
や
助
産
婦
の
証
明
書

が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
妊
娠
さ

れ
た
場
合
仁
は
、
本
人
が
直
接
市
役

'所
市
民
課
の
窓
口
へ
届
け
出
ら
れ
れ

ば
、
母
子
健
康
手
帳
を
お
渡
し
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
印
鑑
が
必

要
で
す
。

妊
娠
届
け
の

方
法
か
わ
る



り
か
か
り
、
今
年
度
は
鳥
川
側
か
ら
延

長
千
二
百
メ
l
卜
戸
を
下
二
百
三
十
万

円
の
工
費
で
、
来
年
3
月
ま
で
に
完
成

さ
せ
る
こ
ょ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(2) (閉和2'l年明 13日)
第ヨ種郵便物認可/

森
林
耐
積
が
全
市
の
お
よ
そ
七
割
を

有
し
て
い
る
本
市
で
ほ
、
農
山
村
住
民

の
所
得
の
向
上
を
は
か
つ
て
、
地
域
産

業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
、
林
道
網
を

格
備
し
、
積
極
的
な
森
抹
資
源
の
開
発

が
き
わ
め
て
た
い
せ
つ
な
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
0

・

従
米
、
林
道
は
、
林
産
物
の
搬
出
だ

け
が
、
そ
の
目
的
で
あ
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
巌
近
は
、

一
般

の
商
業
交
通
一
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
観

一
先
道
路
と
し
て
も
、
重
要
な
地
位
を
占

丸
め
る
よ
ラ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
合
え、

木
材
の
需
要
も
い
ち
じ

る
し
く
仰
び
て
き
て
お
り
、
ま
た
λ

輸

送
機
関
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
輸
送
事

情
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
乙
の
状
勢
に
対
応
す

る
た
め
に
、
林
道
網
の
整
備
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
行
な
わ
れ
て
い

る
事
業
に
下
表
の
よ
う
な
路
線
が
あ
り

ま
す
。ま
ず
坪
野
古
鹿
熊
線
は
、
今
年
度
か

ら
着
工
さ
ね
ま
し
た
が
、
坪
野
J
池
原

t
市
山
熊
の
山
間
部
に
至
る
延
長
十
三

キ
ロ
の
も
の
で
、
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば

や
く
九
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
'に
お
よ
ぶ

山
林
の
資
源
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
コ一
年
前
か
ら
工
事
に
と
り
か

か
っ
て
い
る
別
又
線
は
、
片
貝
川
の
支

流
、
別

X
川
ぞ
い
に
僧
ケ
岳
万
而
へ
延

長
八
キ
ロ
の
林
道
を
開
設
す
る
も
の
で

完
成
す
れ
ば
、
受
益
面
積
は
千
百
五
十

ヘ
ク
タ
l

N
と
推
定
さ
札
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か、

小
川
寺
か
ら
目
居
、
御

影
山
札
通
ず
る
延
長
四
キ
ロ
の
小
川
寺
線

黒
谷
橋
か
ら
谷
川
ぞ
い
に
延
長
問
キ
ロ

の
黒
谷
一
号
線
、
前
東
城
部
落
か
ら
山

報広市津魚昭和41年 11月 1日発行

こ
の
た
び
本
市
が
、
総

一

一

理
府
か
ら

「健
康
体
力
づ

一

一

く
り
モ
デ
戸
市
」
に
指
定

'
F
-
-

さ
れ
ま
し
た
。

ー

る

こ
れ
は
、
健
康
の
哨
進

h
ソ
川
し

と
体
力
ゆ
増
強
に
つ
い
て

P

、

:ji
市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
覚

j

J
 

ぞ
J

L

引

を
高
め
、
積
極
的
な
運
動

/
-
戸
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
も

h
ソ
仕
托

の
で
す
。

γJ
ご

市
で
は
、
批
進
委
員
会

創
刊
ね
仰

を
設
け
て
牧
討
心
淀
川蜘
喋

昆
R
.4!
‘
次
の
よ
う
な
五
つ
の
事
業

;
:
 

持
J

パ

を
.柱
に
、
こ
の
運
動
を
強

鱗
肉

-ア

力
に
織
り
あ
げ
る
こ
と
に

ん

で

モ

し

ま
し
た
。

み

な

-

マ
市
民
体
操
の
普
汲
指
導

-

一

マ
夢
乙
う
運
動
に
全
員
参

r
E
E
E
E
E
L

占
H
M

マ
体
力
テ
ス
ト
の
実
施

(第2ヰ3号〉

腹
を
ぬ
っ
て
延
長
三
キ
ロ
の
前
東
城
一

号
線
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
林
道
の
開
設
に
、
必
年
度
ま
で
-
(

ゃ
く
五
手
万
円
、
今
年
度
三
千
二
百
万
酉

円
が
投
資
さ
品
て
い
ま
す
o

'

計

な
お
、
乙
札
之
は
測
に
県
単
事
業
で
比
閉

す
す
め
て
い
る
天
神
山
1

料
段
、
日

尾

引

地
内
の
林
道
三
路
線
が
あ
り
ま
す
。
車
斗の

農

免

道

路

H

道

今
年
度
千
ζ
宵

米

倉

着

工

林

市
町
か
ら
大
菅
沼
を
経
て
坪
野
を
結
な

ぶ
や
く
五

・
三
キ
ロ
、
一附
員
五
〆
l
↑

'も

戸
の
農
免
道
路
は
、
総
工
費
五
千
万
円
一
勺

で
今
年
度
か
ら
三
か
年
計
闘
で
着
工
す
;

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
起
工
式
が
、
四
月
初
日
鳥
山
地

内
で
行
な
わ
れ
、
さ
勺
そ
く
工
引
に
と

1.0001i 

500 

ー500

500 

I ̂  1-l-o;，.I.;-;r.;I 40 村 1 41年度計画
路線名 |全体計繭I ~iü ~ I 
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照谷 1号¥線
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1.500 
2・225
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，848 

13.000 

4:.000 
4:000 

3.0001 
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ぞ込::-iii
L￥主4
造き 終
始呼込も

マ
環
境
術
生
づ
く
り

マ
健
康
食
の
針
及
奨
励

乙
の
運
動
は
、
い
ま
ま
で
推
進
し
て

き
た
も
の
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
な
体
力

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ど
協
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

腕員は ':s!6相 4メートノレ

近
と
ろ
、
出
や
住
宅
で
も
ね
ず
み

の
被
告
が
ふ
え
て
き
ま
し
た。

一
般

的
に
ね
ず
み
の
餌
が
監
富
に
な
っ
た

の
が
、
そ
の
大
き
な
原
因
で
し
k

《
ノ
0
ね
ず
み
退
治
の
方
法
と
し
て
、
環

境
抵
抗
を
強
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
餌

を
な
く
し
、
住
み
場
所
を
な
く
す
る

こ
と
が
、
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

一
般
的
に
い
え
ば

整
備
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

一

お
ず
み
を
と
あ
方
法
仁
は
、
パ
チ

ン
コ
で
と
る
圧
殺
式
と
、
金
網
奈
使

用
す
る
生
け
ど
り
式
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
毒
餌
に
よ
る
万
法
も
あ
り

ま
す
。
日
見
初
日
か
ら
は
、
お
ず
み
駆
除
月

聞
が
始
ま
り
ま
す
。
ね
ず
み
退
治
は

地
域
ぐ
る
み
で
や
ら
な
廿
れ
ば
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
'の
で
、
市
民
の
み
な

ね
ず
み
退
治
は
地
域
々
る
み
で

-
J羽
沼
か
ら
鯨
除
丹
間
|
|

①
銭
菜
や
食
品
は
、
ね
ず
み
が
は

い
ら
な
い
よ
う
な
ふ
た
付
き
の
容

絡
や
戸
棚
に
お
さ
め
て
お
く
。
-

①
栄
の
材
料
と
な
る
紙
く
ず
、
布

切
れ
、
わ
ら
な
ど
を
恥
り
除
き
ゐ

つ
ね
仁
整
理
し
て
お
《
ζ

と。
、

①
建
て
物
の
ま
わ
り
や
土
台
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
釘
ち
、
通
気
口

や
下
水

nに
、
ね
ず
み
が
は
い
れ

な
い
よ
う
な
制
を
は
り
、
土
管
を

日

一
日
と
寒
さ
も
加
わ
っ
て
一

|
|
|
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
、
こ
一

一
!

一
た
っ
、
ス
ト
l
プ
な
ど
火
を
取

一

一
一慰

一
り
披
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
乙
一

一
一連

一
れ
に
比
例
し
て
火
災
も
急
激
に

一

一
防

一
ふ
え
て
き
ま
す
。

一

一
予

一

こ
の
た
め
、
秋
の
火
災
予
防

一

一
災

一運
動
が
日
月
お
日
か
ら
ロ
月
2
一

一
火

一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

一

一
の

一

各
ご
家
経
で
は
、
火
の
元
に

一

一
秋

一十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一

一

一

消
防
本
部
で
は
、
‘
こ
の
期
間

一

ー
ー
ー
中
、
家
ほ
の
燃
焼
器
具
の
点
検

ゃ
、
学
校
、
病
院
、

会
社
な
ど

消
防
設
備
の
点
検
幣
備
、
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
午
前
7
時
と
午
後
9
時
の
二

回
サ
イ
レ
ン
を
吹
附
し
ま
す
。

の

集希
望
者
は

3検
申
し
込
Z也

を

|ヨ1

致 、
日夕

恐
ろ
し
い
胃
ガ
ン
も
、
病
巣
が
粘
映

内
に
限
ら
れ
て
い
る
時
期
、
つ
ま
り
早

期
胃
ガ
ン
の
う
ち
に
発
見
す
れ
ば
、
ほ

ぽ
百
パ

1
屯
ン
ト
助
か
る
と
い
わ
れ
、

じ
た
が
っ
て
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
富
山
県
成
人
病
予
防
協
会

の
協
力
を
得
て
早
期
発
見
を
同
的
に
検

診
車
に
よ
る
閏
の
集
団
検
診
を
次
の
よ

う
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
対
象
者
日
間
十
歳
以
卜
一
の
男
女

マ
検
診
日
H
1
月
お
・
お
み

ω-m-MU

日
(
五
日
間
の
う
ち
申
し
込
み
順
に

よ
り
検
診
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

マ
昨
珂
H
干
消
8
時
泊
分

l
午
後
1
附

て

U

1

d

l

l
:
:

4
イ

ー

市
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
な
生
活
を
何

b
た
め
に
役
立
て
て

い
た
だ
こ
う
と

「
食
品
の
栄
益
と
術

性
」
に
つ
い
て
、
日
月
6
日
(円
〉
午

後
1
附
羽
品
川
か
ら
図
書
飢
で
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
、
日
本
食
品
衛
生
協
会
野
村

祝
次
さ
ん
で
寸
。

食
品
の
栄
養
と

衛
生
講
演
会

マ
場
所
1
魚
部
保
健
所

マ
検
診
内
容

u
予
珍
、
問
診
お
よ
び
X

線
に
よ
る
胃
の
開
鍛
顕
影

間
接
蝿
影
は
造
影
剤
(
バ
リ
ュ
ー

ム
)
を
用
い
、
立
仇
正
而
、
立
位
第

一
斜
伏
、
腹
川
川
位
~
背
臥
位
の
順
で

行
な
い
ま
す
。

マ
申
し
込
み

検
診
希
望
者
は
、
日
月
四
日
ま
で
受

診
申
込
書
を
保
険
術
生
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
順
に
よ
り
コ平
日
名
ま
で
検

診
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
費
用
日
一
人
間
百
川

。寄

生

虫

の

検

査

を

受

け

ま

L

フ

国
民
健
康
'保
険
事
業
の

一
つ
と
し
て

乙
と
し
も
、
簿
生
虫
検
査
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
寄
生
虫
検
査
で
は
、

一
万
二

千
七
百
三
十
三
火
が
検
査
を
受
け
、
再

三
十
ム
ハ
ー
人
刀
有
卵
者
、が
発
見
さ
柄
引
ま
し

た
。
保
有
卵
率
の
多
か

っ
た
地
区
は
、

上
中
島
五

・
四

%
、
片
貝
四
%
、
松
合

二
・
九

%
、
西
布
施
一
一
J

四
%
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

強
乃
し
い
寄
生
虫
か
ら
私
た
ち
の
体

栓
守
る
た
め
に
、

一
人
残
ら
ず
検
査
を

ね
ず
み
退
治
の

一
受
け
ま
し
ょ
う
。

技

術

，
講

習

会

一

対
象
者
は
保
育
所
園
児
、
小
、
中
学

一
校
生
徒
を
除
く
市
民
全
員
で
、
検
資
料

魚
津
環
境
衛
生
協
会
で
は
、
こ
の
ね

一
は
無
料
で
す
o

ず
み
駆
除
月
聞
に
さ
き
だ
ち
、

「
ね
ず

一

仇
査
の
方
法
は
、
配
布
さ
れ
た
符
持

み
退
治
枝
鮒
め
議
官
会
」
を
口
河
口
泊

十
の
中
・に
、
ぬ
ん
便
を
入
れ
、
容
器
を
入

(金
〉
午
後
1
飽
か
ら
市
民
会
館
で
ひ
ら
g

一
れ
る
袋
に
町
内
名
、
氏
名
、
位
帯
主
夕
刊

t
d吋
の
で
、
せ
い
ぜ
い
お
聞
き
く
だ

一
品
追
付
い
て
、
間
収
日
に
町
内
の
指
定
場

J
C
U

一
所
へ
'午
前
3
時
ご
ろ
ま
で
に
出
し
て
く

5
-T
お
ヨ

之

4
l
s
j

J
，

叶
川
川
け
刊
刈
刈

s
bu

・

業

祭

|
農
林・
話
物
品
説
会
を
と
ひ
ら
く
l

農
林
産
物
の
増
産
と
品
質
の
向
上
を
濃
赫
業
幼
労
者
を
表
彰
す
る
こ
と
に

は
か
り
九
農
家
の
生
産
意
欲
を
高
位
る

な
っ
て
い
ま
す
ι

こ
と
を
目
的
に
第
三
回
農
業
祭
が
行
な

わ
れ
ま
す
o

A
農
林
ぃ
肢
物
品
評
会
V

マ
円
時
日
目
周
日
日
午
前
S
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

日
月
時
日
正
午
ま
で

マ
場
所
H
市
民
会
館

マ
出
品
物
H
審
査
口
問
、
即
売
品
、
参
考

品
、
宣
伝
参
考
資
料
の
四
部
に
わ
か

れ
、
種
類
は
、
雑
穀
類
、
そ
架
類
、

探
実
類
、
そ
の
他
農
林
産
物
加
工
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
農
村
青
少
年
ク
ラ
プ
で
は
、

市
民
会
館
前
で
、
果
実
、
そ
菜
、
苗
木

類
の
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。

A
農
林
業
功
労
者
表
移
V

日
月
刊
日
午
前
日
時
か
ら
図
書
館
で

さ
ゐ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農 :
県
4
H
ク
ラ
ブ

県
農
村
青
少
年

連
絡
協
議
会
な
ど

実
績
展
示
会

Z主
催
で
、

「富
山

県
4
H
ク
ラ
プ
実
績
展
示
会
」
が
、
日

月
6
日

(9
時

i
5
時
)
お
よ
び
7
日

(9
時
i
u時
)
道
下
小
学
校
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
索
、

農
業
や
生
活
の
改
善
の
た
め
、
実
践
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果

を

一
堂
に
展
示
し
、
そ
の
作
品
に
つ
い

て
研
究
や
討
議
す
る
と
と
も
に
、
広
く

県
民
の
み
な
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
く
こ

.
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

L
h
v寸
t
b
m
源
・ホ
・を

あ
内
つ

世

ゐ

し
い
た
け
栽
培
は、

年
々
さ
か
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

森
林
組
合
で
は

し
い
た
け
の
原
木
と
ほ
だ
木
(
闘
を
州

え
た
も
の
)
を
あ
っ

せ
ん
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
版
本
を
確

保
す
る
た
め
、
早
め
に
申
し
込
み
を
受

-

け
付
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

一

来
年
し
い
た
け
栽
陪
を
希
些
さ
れ
る
方

一

は
、
ロ
月
日
日
ま
で
巾
役
所
内
、
木林林

一

組
合

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一

一
本
あ
た
り
の
州
栴
は
、
一山
本
五
十

一

一h
円
、
ほ
だ
本
八
十
川
の
見
込
み
で
一

す
J
D

一

よ

だ
さ
い
。

検
査
の
結
果
、
都
件
一山
一
有
卯
者
だ
け

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま

す
。地
区
別
の
削
収
日
は
次
の
と
お
り
。

魚

津

1
、
2
、
4
J
7
日

下
野
万

台、

9
、

m日

経

回

目、

四
日

道

下

ロ
、
日
日

加

積

M
、
お
け

片

・貝

路、

U
日

天

神

同
日

凶

布

施

品
、
品
川ハ

-
-
H門
主
司

nu
、Y
A
守

1

一l
l
l
F

i

巨
p

n
L
n
L
rrト

止
中
島

幻
、
幻
日

川

氏

、

幸

ヨ

d

宏、
C
U
I
l

ト
が
い

4
R

n
L
n
JU
-
-

上
野
方

お
日

加
積
小
が
一
位
に

自
転
車
の
喰
り
方
灘
技
会

交
通
安
全
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
小

学
生
の
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
競
技

大
会
が
、
四
月
四
日
村
味
小
学
校
で
、

七
小
学
校
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
U

そ
の
結
果
、
団
体
で
は
、
加
積
小

が

一
位
λ

↓
二
位
本
江
小
、
三
位
村
木
小

と
な
り
、
個
人
で
は
加
積
小
六
年
石
崎

回日
義
君
が
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
加
積
小
チ
l
ム
は
県
大
会
で

二
位
と
な
り
、.
県
代
表
と
し
て
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
ん
ま
し
た
。

写
真
H
村
本
小
で
行
な
わ
れ
た
競
技
会

U

納

税

者

の

声

を

に
、
税
務
め
霊
古
川
に
役
立
て
る
こ
と
に

聞
く
旬
間
J

し
て
い
ま
す
。

、

し

t
J
、、
国
税
に
関
す
る
不
平
や
不
満
、
意
見

み
な
さ
ん
の
な
か
て
お
に
っ
し
て
安
盟
な
ど
は
電
話
、
手
紙
で
、
ど
し
ど

の
法
体
や
規
則
が
む
づ
か
し
い
と
お
附

L
税
務
署
へ
申
し
出
て
い
川
た
だ
き
た
い

り
の
刀
、
あ
る
い
は
税
金
を
悩
み
の
ク
と
思
い
ま
す
。

(
魚
津
税
務
署
町

、
ネ
と
考
え
て
お
い
で
の
万
は
あ
り
ま
せ

:
f
'
!
?
l
‘F
L
i
t
---f
r
・-
p
p
p

d
jで
は
、
こ
の
よ
う
な
方
の
た
宇
注
目
所
得
税
竺
期

3
1

一

め
に
、
日
月
刊
日
か
ら
四
日
ま
で
の
卜

町
制
期
限
は
、
明
日
月
初
日
で
す
一

日
間
を
、
と
く
に
「
納
税
者
の

tf
e
z
一
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
ま
し

一

'

・i

FF

F

l

E
司・

く
旬
間
」
と
定
め
、
納
税
者
の
み
な
さ
吋

:
ょ
う
。
あ
な
た
が
指
定
き
れ
よ

一

ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
情
や
意
見
、

山
う
と
す
る
金
融
機
関
ま
た
は
税

~

要
望
な
ど
を
少
し
で
も
多
く
お
聞
き
し
間
務
署
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一

み
な
さ
ん
の
悩
み
を
な
く
す
る
と
と
も
中
身
i
J
)
:
1
t
r
・-
R
t
・---r
t
・-t
t
j・ん

郵
政
省
で
は
簡
易
保
険

食

額

創
業
五
十
閑
年
を
記
念
し

側

増

守

て
、
同
月
1
日
か
ら
配
当

揚

含

金
の
増
額
、
積
齢l
者
の
保

訓

}

険
料
払
い
込
み
ぬ
除
な
之

引

M
実
施
し
、
よ
り
い
っ
そ
う

鳥
川
崎

加
永
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
半

以

西

を
は
か
れY
ま
し
た
o

l

制

昨
年
度
は
、
千
三
百
億

J

回
の
保
険
金
の
支
払
い
の

ほ
か
、
三
百
億
円
に
の
ぼ
る
配
当
金
会

支
払
い
レ
て
い
ま
・す
が
、
こ
の
ま

5
な

簡
易
保
険
の
配
当
金
は
、
築
制
府
知
ら
れ

て

い

な

い

よ

う

で

す

。

開

こ
ん
と
配
当
金
の
増
額
に
よ
っ
て
、
ヘ
四

例
え
ば
、
昭
和
幻
年
に
加
入
し
た
三
十

間

年
満
期
養
老
保
険
で
は
、
，貝
額
保
険
料

自

の
三
百
十
七
か
用
分
の
配
当
金
が
合
く

唱

こ
と
に
な
り
ま
し
た
ρ

こ
れ
は
、
二
十

一

六
年
五
か
周
分
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
=
二

十
年
間
の
掛
け
金
の
払
い
込
み
は
、
結

一

果
的
に
三
年
七
か
月
で
す
む
こ
と
に
な

一

り
ま
す
。

一

簡
場
線
検
は
、
国
が
経
営
し
、
営
剰

を
目
的
と
し
な
い
生
命
保
険
で
す
か

ら
ど
な
た
も
安
心
し
て
加
入
で
き
ま

す
。年
演
は
が
・
8
の
溌
涜

刊

日

か

ら

昭
和
必
年
の
新
年
用
お
年
玉
っ
き
年

賀
ば
が
き
.比
日
司
孔
日
(
金
)
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
売
り
出
さ
れ
ま
す
。

容
付
金
の
つ
い
た
も
の
は
八
円
、
寄

付
金
の
つ
か
な
い
も
の
は
七
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
お
貿
い
も
れ
の
な
い
よ

う
早
目
に
お
求
め
く
だ
さ
い
っ

(
魚
津
郵
似
伺
)

寄

二
万

円

上

村

木

脇

坂

ふ

さ

九
亡
夫
良
範
般
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

二
万
円
新
塩
屋
町
沢
田
茂
次
郎

(亡
三
女
か
ず
ゑ
般
の
ご
遺
志
〉

一
万

円

本

江

戸

島

慾

次

ハ
亡
母
よ
し
殿
の
ご
遺
志
に
去
る
〉

一
万

円

橋

竺

場

杉

原

悦

子

悼

(
亡
俳
人
米
治
般
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

一

万

円

下

新

町

浜

多

清

(
亡
が
入
清
忠
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

釈

迦

堂

美

浪

与

吉

(
亡
尖
与
三
松
般
の
ど
遺
志
)

一

千

円

北

中

山

田

あ

き

み

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
擁
護
金
と
し
て

寄
付
万
円
新
綿
屋
町
沢
田
茂
次
郎

身
体
障
害
J

者
協
会
へ
寄
付

t

A
日
曜
、
祝
緊
日
の
当
番
医

V

3
日
H
羽
田
医
院
②
0
6
0斗
2

6
日
H
桝
崎
医
院

①
0
3
9
9

U
日
H
宮
元
医
院
①
1
3
9
3

m
日
H
石
倉
医
院
②
0
3
2
1

m日
H
熊
西
医
院
①
8
1
6
6

U
日
H
越
野
医
院
①
0
8
4
0

付


